市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：藤枝市が目指す「景観行政団体」とは？

（問）1号線大手パチンコ店の女性看板は通学路にありながら問題のある内容だ。しかし、看板の設置場所や大きさの規制はできても内容を規制する事は現法上出来ない。本市は今年より景観行政団体となり、地区住民との景観協定作り、美観を優先した景観地区作りなどが可能となる。
（答）大変重要な事。景観計画説明を市民にする中で、意識が高まってきた地域には計画策定を進めながら、民間の景観整備機構の活用や団体指定の検討、都市計画として決定する景観地区や景観形成重点地区の設定等も含め、有効手段を検討していく。
標題2：「子育てするなら藤枝」の市の言葉は、未就学児の受け入れ施設の実態を備えているか。
（問）４月の新制度に当たって国は通知を出し、これまでの待機児童の定義を大幅に緩和（改悪）して見せかけの待機児減らしをしようとしている。従来の待機児童定義は、認可園を希望していながら認可園に入れない児童数（藤枝市は年間150人程度）であるが、現在は認可園を希望しておきながら願いかなわず認可外を利用していても待機児としないとしているが、更に含めない対象を広げ“幼稚園の一時あずかり”を利用しても待機児としないと。この通知に従うのか、従来の基準でカウントするのか。
（答）新しい制度であるから新しい通知に従ってカウントする。
（問）これは通知であって従う義務はない。児童福祉法で自治体に課せられている“保育の実施義務”を実行するのに待機児童を“正確”に把握するのはその第1歩のはずだ。新制度であっても、認可園に入りたいというのが保護者の願いのはずだ。
（答）新しい制度の中では新しい器で判断する。
（問）待機児の受け入れ先となっている認可外保育園は、間違いなく優良な園もあるが、市は認可園基準（全てが保育士で園児一人当たり床面積は3・3平米以上、自園調理）より劣る県の適合証明（保育士3分の1以上、床面積1・65平米以上、宅配給食）があれば優良施設としてるが、この捉え方は正しいか。
（答）認可外保育園を小規模事業所で認可に移行してもらい、さらに全保育士になるよう要請していく
